
88令和元年６月号

　市では、深刻化する人口減少への対策として、市外から移住していただく施策の充実や、市民の定住・

子育てを応援するための施策のほか、高齢者の生活支援を行っており、一人でも多くの方が歌志内に

「住んでいて良かった」と実感できるまちを目指して各種事業を行っています。

　現在進めている主な事業を紹介しますので、くわしくは各担当グループまでお問い合わせください。

　なお、下表の※印は令和元年度の新規事業、☆印は拡充された事業です。
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担　当概　　　　　　要制度名等

企画広報Ｇ
緯４２～３２１４

市内で住宅を取得した場合、最大450万円の奨励金を交
付(指定する住宅用地に新築した場合)

　定住促進助成事業移
住
・
定
住
促
進

移住・定住を検討している方等を対象に、宿泊施設を活
用して歌志内の暮らしを体験

　短期移住生活体験事業

市内で売却・賃貸することが可能な空き家を登録し、そ
の物件を移住・定住を希望する方に情報提供

　空き家等情報登録制度
（空き家バンク）

住宅管理Ｇ
緯４２～２２２３

個人住宅の改修や耐震化費用に対する助成　住宅改修促進助成事業

福祉事業Ｇ
緯４２～３２１３

「教育」「保育」「子育て」を総合的に支援する認定こども
園

　認定こども園子
育
て
支
援

認定こども園入園者の保育料・給食費を無料
　認定こども園保育料・
給食費の無料化

認定こども園で新たな保育サービスとして「一時預かり
保育事業」や「延長保育事業」を実施

　認定こども園特別保育
事業

３歳未満の子どものいる世帯に燃やせるごみ袋２０渥を
１か月当たり１０枚（最大１２０枚）を配布

　子育て支援ごみ袋支給
　事業

学校教育Ｇ
緯４２～４２２３

児童生徒の修学旅行費用を全額助成　修学旅行費用助成事業

就学経費を負担している世帯の経済的負担軽減のため、
高校生等１人につき月額１万円を交付

　高等学校等就学支援事
　業

遠距離通学の中学生を対象にバス定期代を全額助成　遠距離通学費補助事業

小中学校補助教材費の一部を市が負担　補助教材費一部負担

給食の質の向上及び食材価格などによる給食費値上が
り分を市が負担

　学校給食費一部負担

小中学生の英語検定受検を奨励し、１人年１回、検定料
を全額助成

※英語検定料助成

社会教育Ｇ
緯４２～４２２３

８月～１２月の毎週土曜日、中学生対象の学習塾（無料）
を開催

　チャレンジキャンパス
（公的学習塾）

戸籍保険Ｇ
緯４２～３２１７

１８歳までの子ども医療費を無料化　子ども医療費助成事業

保健介護Ｇ
緯４２～３２１３

妊婦一般健康診査と超音波検査各14回分を市が助成　妊婦健診費用助成事業

１歳から中学生以下のインフルエンザワクチン接種の
無料化

　予防接種費用助成事業

歯科健診時のフッ素塗布の無料化　幼児フッ素塗布事業

親子ふれあい料理教室の無料化　親子ふれあい料理教室

不妊治療に係る治療費・交通費の一部を市が助成　不妊治療費助成事業

幼児歯科健診にあわせて、妊婦の歯科健診実施（無料）※妊婦の歯科健診事業
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危
険
物
安
全
週
間

６
月
２
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で

～
無
事
故
へ
の
　
構
え
一
分
の
　
 隙
 も
無
く
～

す
き

　
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
危
険
物
は
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
物
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
取
り
扱
い
や
保
管
方
法

を
間
違
う
と
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
安
全
管
理
と
危
険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、

危
険
物
安
全
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

　
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
危

険
性
を
持
っ
た
物
質
を
い
い
ま
す
。

①
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

②
火
災
を
拡
大
さ
せ
る
危
険
性
が

大
き
い

③
消
火
の
困
難
性
が
高
い

※
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
、

灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
塗
料
類
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
危
険
物
安
全
週
間
を
機
に
、

こ
れ
ら
の
保
管
方
法
な
ど
を
再
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
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ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
危
険

物
を
使
用
す
る
際
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
危
険
物
の
漏
れ
や
あ
ふ
れ
な
ど
、

飛
散
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

②
気
化
し
や
す
い
危
険
物
は
、
静

電
気
で
も
引
火
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ソ
リ
ン
と
灯
油
を
間
違
え
て

給
油
し
な
い
よ
う
、
容
器
に
品

名
を
明
記
し
ま
し
ょ
う
。

　
使
用
時
の
注
意
点

『
危
険
物
』
と
は
？

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
危
険
物
の
周
囲
で
は
、
火
気
の

使
用
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
す
る
と
き
は
、

必
ず
金
属
製
の
容
器
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

③
容
器
は
確
実
に
密
閉
し
、
冷
暗

所
で
風
通
し
が
良
く
、
火
気
の

な
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

④
一
般
家
庭
で
の
ガ
ソ
リ
ン
の
保

管
は
　
渥
未
満
、
灯
油
の
保
管

４０

は
２
０
０
渥
未
満
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
、
冬
期
間

と
同
様
の
灯
油
の
減
り
を
確
認

し
た
場
合
は
、
専
門
業
者
に
見

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
物
置
に
ポ
リ
容
器
（
灯
油
）
を
保

管
し
て
い
る
場
合
は
、
放
火
対

策
及
び
盗
難
防
止
の
た
め
必
ず

施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

取
り
扱
い
の
注
意
点

担　当概　　　　　　要制度名等

学校教育Ｇ
緯４２～４２２３

全学年で外国語指導助手の活用
　小学校での国際教育の
充実事業

教
育
環
境
の
充
実

小学校へ人型ロボットを導入し、プログラミング教育
へ対応

　プログラミング教育教
材機器導入

社会見学やスキー授業などの学校行事に市のバスで移
動

　社会見学などのバス移
　動無料化事業

保健介護Ｇ
緯４２～３２１３

定期高齢者肺炎球菌ワクチン接種の無料化　高齢者の感染予防事業高
齢
者
等
の
支
援

後期高齢者健康診査の検査項目の拡充と無料化　高齢者の健康管理事業

健康診査受診者に対する、歯科健診の実施（無料）※高齢者の歯科健診

体力的に除雪が困難な高齢者世帯等に、除雪ヘルパー
の派遣や除雪経費の一部を負担

　老人家庭除雪支援事業

福祉事業G
緯４２～３２１３

75歳以上の方に年間6,000円のタクシー利用券を交付※外出支援タクシー利用
　助成事業

要介護度や身障等級(条件あり)に応じて年間15,000～
25,000円のタクシー利用券を交付

☆外出支援サービス事業

高齢者世帯等へ健康の維持増進などのため、利用優待
券を交付

　温泉施設利用優待事業

●●●ストップ・ザ・『人口減少』●●●
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第１回臨時会
５月１４日、会期１日間で開催

　
改
選
後
、
初
め
て
開
か
れ
た
議

会
で
は
、
議
長
に
川
野
敏
夫
氏
、

副
議
長
に
女
鹿
聡
氏
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
。
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に

は
下
山
則
義
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
本
会
議
の
予
備
的
審
査

・
調
査
機
関
と
し
て
設
置
し
て
い

る
行
政
常
任
委
員
会
、
効
率
的
な

議
会
運
営
を
行
う
た
め
に
設
置
し

て
い
る
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

と
、
一
部
事
務
組
合
等
の
議
会
議

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
以
下
、
各
委
員
・
議
員
の
敬
称

は
省
略
。

※
委
員
長
は
◎
、
副
委
員
長
は
○
、

委
員
は
・
で
共
通
表
示
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

改
選
後
の
構
成

◎
谷
　
　
秀
紀
　
○
山
崎
　
瑞
紀

・
能
登
　
直
樹
　
・
山
川
　
裕
正

・
下
山
　
則
義
　
・
本
田
加
津
子

・
女
鹿
　
聡

■
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
（
１

人
）
山
崎
瑞
紀

■
石
狩
川
流
域
下
水
道
組
合
（
１

人
）
本
田
加
津
子

■
空
知
中
部
広
域
連
合
（
２
人
）

川
野
敏
夫
、
谷
　
秀
紀

■
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
（
１
人
）
女
鹿
　
聡

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

承
認
さ
れ
た
報
告

　
４
月
　
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会
と

２１

な
る
第
１
回
臨
時
市
議
会
が
、
５
月
　
日
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

１４

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
議
長
、
副
議
長
や
一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

な
ど
の
選
挙
９
件
の
ほ
か
、
議
案
４
件
、
報
告
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
選
挙
の
結
果
と
審
議
事
項
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

行
政
常
任
委
員
会
委
員

◎
本
田
加
津
子
　
○
山
川
　
裕
正

・
能
登
　
直
樹
　
・
山
崎
　
瑞
紀

・
下
山
　
則
義
　
・
谷
　
　
秀
紀

議
会
運
営
委
員
会
委
員

■
中
空
知
広
域
水
道
企
業
団
（
２

人
）
川
野
敏
夫
、
山
川
裕
正

■
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
組
合

（
１
人
）
能
登
直
樹

■
砂
川
地
区
保
健
衛
生
組
合
（
１

人
）
下
山
則
義

一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

■
歌
志
内
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
〈
専
決
処
分
〉

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
歌
志

内
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

３０

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）〈
専
決

処
分
〉

新
議
長
に
川
野
敏
夫
氏
を
再

新
議
長
に
川
野
敏
夫
氏
を
再
選選

副
議
長
に
女
鹿

聡
氏
、
監
査
委
員
に
下
山
則
義

副
議
長
に
女
鹿
　
聡
氏
、
監
査
委
員
に
下
山
則
義
氏氏
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基
礎
課
税
額
の
課
税
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
低
所
得
者

に
対
す
る
軽
減
措
置
を
拡
充
す
る

た
め
関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
歌
志
内
市
減
債
基
金
条
例
第
２

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
減
債
基
金

の
積
み
立
て
を
増
額
及
び
除
雪
経

費
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
額
は
、
歳
入
歳
出
予
算
に

３
，４
７
６
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
　
億
７
，３
８
４
万
円
と
し
ま

４３

し
た
。可

決
さ
れ
た
議
案

■
歌
志
内
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
公
布
に
伴
い
、
関
係

条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
等
の
公
布
に
伴
い
、

　
本
年
４
月
１
日
に
所
管
課
長
の

異
動
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
市

固
定
資
産
評
価
員
（
無
給
）
の
任

命
替
え
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
市
民
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 平
  間
  靖
  人
 

ひ
ら
 
ま
 
や
す
 ひ
と

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

●議会の動き〈第１回臨時会〉

　医療機関で処方される薬には、新

薬（先発医薬品）とジェネリック医薬

品（後発医薬品）があります。

　ジェネリック医薬品の処方を希望

される方は、医師や薬剤師にジェネ

リック医薬品の希望を伝えるか、医

療機関や薬局の窓口に「希望カード」

を提示することによりお願いするこ

とができます。

　「希望カード」が必要な方は戸籍保

険グループへお問い合わせください。

■効き目・安全性について

　これまで効き目や安全性が実証さ
れてきた新薬と同等の効果・効能を持
ち、厚生労働省の基準を満たしてい
る安全な薬です。
※ご希望される場合は、必ず主治医
や薬剤師によく相談しましょう。

■価格について

　ジェネリック医薬品を利用すると、
薬代が安くなり、薬によって異なりま
すが、新薬より３割以上、中には５割
以上安くなるものもあります。▲

問い合わせ　北海道後期高齢者医
療広域連合（緯０１１～２９０～５６０１）ま
たは、戸籍保険グループ（市役所１
階緯４２～３２１７）

ジェネリック医薬ジェネリック医薬品品

北海道後期高齢者北海道後期高齢者医医療療
広広域域連合からのお知ら連合からのお知らせせ

　老齢基礎年金は、原則６５歳から受けられますが、希望
により６５歳になる前や６６歳以後に受け取ることができ
ます。
　ただし、６５歳より早く繰上げて受け取ると減額され、
６６歳より遅く繰下げて受け取ると増額される仕組みに
なっています。一度、繰上げ・繰下げ請求をすると生涯
同じ割合で、減額または増額された年金額になります。

　なお、増減の率については、次のとおりです。 

■繰上げ受給時の減額率

　　　　　　　　 ▽繰上げた場合の注意点
　　　　　　　　①特別支給の老齢厚生（退職共済）年

　　　　　　　　金の定額部分の一部が支給停止さ

　　　　　　　　れます。

　　　　　　　　②６５歳になるまで、遺族年金と繰上

　　　　　　　　げした老齢基礎年金を一緒に受け

　　　　　　　　ることはできません。

③障害基礎年金、寡婦年金は受けられません。

④さかのぼって支給されません（請求したときから）。
■繰下げ受給時の増額率

　　　　　　　　 ▽繰下げた場合の注意点

　　　　　　　　①原則、他の年金（老齢厚生年金を除

　　　　　　　　く）を受ける権利がある場合は繰下

　　　　　　　　げ請求ができません。

　　　　　　　　②繰下げ請求では、老齢基礎年金の

　　　　　　　　振替加算額は増額されません。▲

問い合わせ　砂川年金事務所（緯５２～２１４４）

繰上げ・繰下げ請繰上げ・繰下げ請求求
老齢基礎年金老齢基礎年金のの

減額率満年齢

３０％６０歳

２４％６１歳

１８％６２歳

１２％６３歳

６％６４歳

増額率満年齢

８．４％６６歳

１６．８％６７歳

２５．２％６８歳

３３．６％６９歳

４２．０％７０歳

▼

下
山
則
義
　
監
査
委
員

▼

女
鹿
　
聡
　
副
議
長

▼

川
野
敏
夫
　
議
長
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恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

▲

問い合わせ　企画広報グループ（市役所３階

緯４２～３２１４）

　２０１９年工業統計調査は、従業者４人以上の全

ての製造事業所の皆さまが対象です。

　対象となる製造事業所には、５月中ごろから

「調査員証」を携行している調査員がお伺いし、

調査票を配布しています。

■

調査の目的等

△

従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に

６月１日時点で実施します。

△

我が国における工業の実態を明らかにするこ

とを目的とする政府の重要な調査で、統計法

に基づく統計調査です。

△

調査の結果は中小企業施策や地域振興など、

国及び地域行政施策のための基礎資料として

利活用されます。

△

調査票にご記入いただいた内容は、統計作成

の目的以外（税の資料など）に使用すること

は絶対にありません。

△

調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回

答をよろしくお願いします。

調査票の記入はお済みですか調査票の記入はお済みですか？？

工業統計調工業統計調査査

　
は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
１
日
付

け
で
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ
に
勤

務
し
て
い
ま
す
染
野
詩
織
で
す
。

　
私
は
南
幌
町
出
身
で
、
昨
年
3

月
に
江
別
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

後
、
大
原
法
律
公
務
員
専
門
学
校

に
１
年
間
通
っ
て
い
ま
し
た
。
ず

っ
と
目
指
し
て
い
た
市
役
所
職
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
・
高
校
時
代
は
吹
奏
楽
部

に
所
属
し
て
お
り
、
部
長
や
副
部

長
な
ど
の
役
職
や
全
道
大
会
出
場

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
部

活
で
培
っ
た
責
任
感
や
精
神
力
を

毎
日
の
仕
事
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
代
表
電
話
の
取
り
次

ぎ
や
郵
便
物
の
発
送
・
仕
分
け
な

ど
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

上
司
の
か
た
が
た
に
教
わ
り
な
が

ら
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、

市
役
所
全
体
に
関
わ
る
仕
事
な
の

で
少
し
で
も
早
く
覚
え
て
、
貢
献

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
の
業
務
上
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
直
接
関
わ
る
こ
と
は
少
な
い
の

で
す
が
、
陰
で
皆
さ
ん
を
支
え
、

少
し
で
も
歌
志
内
市
の
力
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
４
月
末
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
を
終
え
、
5
月
よ
り
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
試
験
技
術
員
と
し
て

気
持
ち
を
新
た
に
、
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
の
冬
は
平
年
よ
り
少
な
め

の
積
雪
と
、
3
月
の
暖
冬
の
影
響

で
早
め
の
雪
解
け
を
予
想
し
て
い

で
し
た
。

　
今
年
植
え
る
苗
木
が
届
く
ま
で

は
越
冬
用
に
下
ろ
し
た
ワ
イ
ヤ
ー

上
げ
や
枝
起
こ
し
に
尽
力
し
、
並

行
し
植
樹
の
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。

　
今
年
の
苗
木
は
昨
年
よ
り
も
少

な
く
、
例
年
よ
り
も
規
模
を
縮
小

し
て
開
催
し
た
５
月
　
日
の
市
民

１８

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
最
後
に
、

1
，3
0
0
本
5
品
種
の
植
樹
が
完

了
し
ま
し
た
。　
今
回
の
植
樹
で
、

第
5
圃
場
と
呼
ん
で
い
る
畑
全
面

に
植
え
付
け
が
完
了
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
今
年
も
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
無

事
に
植
樹
が
で
き
た
こ
と
を
、
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
2
0
1
7
年
に
植
樹
し

た
苗
が
成
長
し
、
初
収
穫
で
き
る

年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
気
を
引
き
締
め
て
畑
に
向
か
い

ま
す
。

　
　
庶
務
グ
ル
ー
プ
　
  染
 　
 野
 　
 詩
 　
 織
 

そ
め
 

の
 

し
 

お
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、

4
月
に
低

温
が
続
き
、

結
果
と
し

て
積
雪
ゼ

ロ
は
昨
年

と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら

な
い
時
期

〈
試
験
技
術
員
　
遠
藤
〉
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　毎年６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」です。今回は食育についてお伝えします。

■食育ってなに？

　食育は、生きるうえでの基本であって、知育･徳育･体育の基礎となるものと位置づけられています。

様々な経験を通じて、食の知識・食の選択力を身につけ、健全な食生活を実践できる力を育むのが食

育です。食べることは生涯続くことであり、子どもはもちろん、大人になっても食育は必要です。

■食育が大切なワケ

　いま食育が重要視されている背景には、近年の食に関連した様々な課題があります。栄養の偏り

や不規則な食事による肥満、それらが原因の生活習慣病の増加、若い女性を中心に見られる過度のダ

イエット、高齢者の低栄養など、健康面での問題が指摘されています。また、食の安全性や食料輸入

など、食を取り巻く環境も大きく変化しています。こうした中、食の知識と食の選択力を身につけ、

健全な食生活を実践することで、心と体の健康を維持していけるよう、食育が重要になっているので

す。食育により「食べる力」＝「生きる力」を育んでいきましょう。

■食育で身につけたい「食べる力」

　「日本型食生活」は、ごはんを主食として主菜と副菜があり、魚・肉・豆・乳・野菜・果物・茶な
ど多種多様な食品を組み合わせた、栄養バランスに優れた食生活のことです。

　次回は、『受動喫煙』についてです。

〈問い合わせ〉保健介護グループ　市役所２階　緯４２～３２１３

■ごはんを中心とした「日本型食生活」のススメ

　食育は、子どものころから家庭や学校地域など様々な場所で学び、身につけていくものです。そ
して、大人になってからも生涯にわたって実践し、育み続けていくものです。さらに大人には、そう
した食の知識･経験や、日本の食文化などを次世代に伝えるという役割もあります。

　「日本型食生活」は日本人が世界有数の長寿である主たる理由だと、国際的にも
評価されています。また、ごはん中心の食事は、和・洋・中の幅広い料理を楽し
むことができ、日本各地で生産される豊かな食材を盛り込むこともできます。
　ごはんと組み合わせる主菜や副菜は、家庭での調理だけでなく、市販のお惣菜・
冷凍食品･レトルト食品などを利用しても揃えることができます。上手に組み合
わせることで、どなたでも「日本型食生活」の実践が可能です。
　食育月間であるこの機会に、ぜひ取り組んでみましょう！

妊娠期
(胎児期) 乳幼児期 高齢期成人期思春期学童期

 
 

  
 

 

  
 

 

 
 

 

・食事を通じて心と身体の健康を維持できる　　・食事の大切さや楽しさを理解する

・食べ物の選択や食事づくりができる　　　　　・一緒に食べる楽しみを持つ（社会性）

・日本の食文化を理解し伝えることができる　　・食べ物や作る人への感謝の心


